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第
2回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
結
果
　
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ー
ム

企
業
協
力
系

企
業
の
Tシ
ャ
ツ

を
来
て
ゴ
ミ
拾
い

賑
や
か
し
・
イ
ベ
ン
ト

ラ
グ
ビ
ー

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ

選
手
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
ー
ド
コ
ー
ト

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
 

あ
っ
た
ら
良
さ
そ
う
な
設
え

星
川
通
り
に
芝
生

子
ど
も
が
全
力
で

走
れ
る
通
り

テ
ー
マ
　
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
事
が
で
き
る
地
域

ア
イ
デ
ィ
ア
出
し

居
酒
屋
さ
ん
や

お
店
の
マ
ス
タ
ー
の

紹
介
の
本
を
展
示

空
き
家

宝
探
し
大
会

BB
Q

× フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

小
麦
ま
つ
り
 

星
川
昼
市

ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
 

ス
ト
リ
ー
ト
で

ペ
ッ
ト
触
れ
合
い

イ
ベ
ン
ト

ス
ト
リ
ー
ト

落
語

ス
ト
リ
ー
ト
で

絵
本
の

読
み
聞
か
せ

ス
ト
リ
ー
ト
で

舞
台

ス
ト
リ
ー
ト
で

結
婚
式

荒
川
VS 利
根
川
 

通
り
に
鏡
を

置
い
て
み
る

エ
リ
ア
の
人
が

道
路
空
間
を

使
え
る

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
等

自
由
に
落
書
き

で
き
る
壁
を
置
く

面
白
い
人
物
注
意

の
看
板
を
設
置

そ
の
他

縁
側
み
た
い
に

の
ん
び
り
で
き
る

場
所

食
べ
ら
れ
る
植
樹

か
ら
ス
パ
イ
ス
を

作
っ
て
、
ク
ラ
フ
ト

コ
ー
ラ
を
作
る

カ
テ
ゴ
リ
ー

企
業
協
力

マ
ネ
ー
ポ
イ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

設
え

自
分
た
ち
の

や
り
た
い
事

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

・
フ
ー
ド
コ
ー
ト

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
と
友
達
に

・
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

・
JT
協
力

・
ス
ト
リ
ー
ト
に
鏡
を

　
置
い
て
み
る

・
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
設
置

・
子
ど
も
が
走
れ
る

　
芝
生

料
理
対
決

地
元
の
料
理
の

鉄
人

・
料
理
対
決

・
ス
ト
リ
ー
ト
結
婚
式

・
荒
川
　
vs
　
利
根
川

・
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ラ

ワークショップ実施報告 第2回
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第
2回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
結
果
　
空
き
家
チ
ー
ム

体
験
系
ス
ペ
ー
ス

エ
コ
な
も
の
が
つ
く
れ
る
体
験
教
室

（
エ
コ
バ
ッ
グ
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス
）

 re
us
e 　
タ
イ
ダ
イ
染
め

 
も
の
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

木
工
・
家
具
・
３
D
プ
リ
ン
タ
　
CA
D

ロ
ボ
ッ
ト
作
り
な
ど
、
何
で
も
み
ん
な
で
作
れ
る

セ
ル
フ
DI
Yを
自
分
た
ち
で
し
て
、
第
二
の
家
の
よ
う
な

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
作
り
た
い
。
屋
上
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
気
持
ち
の
い
い
と
こ
ろ
で
焚
き
火
や
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
な
ど
。

何
か
用
途
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
や
る
こ
と
を
見
つ
け
る
。

【
大
人
の
文
化
祭
】

常
設
店
と
し
て
で
は
な
く
、
１
回
限
り
と
の
こ
と
な

の
で
、
テ
ー
マ
は
大
人
の
文
化
祭
。
店
内
の
商
品
棚

に
は
多
く
の
商
品
を
陳
列
。
可
能
で
あ
れ
ば
シ
ェ
ア

カ
フ
ェ
と
同
時
開
催
。
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
女
性

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
同
行
す
る
男
性
向
け
に
2割
程
度
、

商
品
を
陳
列
。

 み
ん
な
の
本
で
作
る
図
書
館

本
が
読
み
た
い

街
角
図
書
室

お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
い
図
書
館

飲
食
可
能
（
持
ち
込
み
OK
）

新
し
い
カ
タ
チ
の
喫
茶
店

星
川
よ
む
て
ら
す

路
地
を
上
か
ら
見
下
ろ
す
喫
茶
店

セ
ル
フ
喫
茶
店

外
国
人
の
方
が
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

入
れ
た
ら
い
い
の
に

Me
et 
up
で
き
る
空
間

老
若
男
女
の
壁
が
な
い

心
理
的
オ
ー
プ
ン

物
理
的
オ
ー
プ
ン

「
何
か
」
や
っ
て
い
る
...ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
...　
の
ぞ
い
て
み
よ
う
か
な

敷
居
の
高
く
な
い
雰
囲
気
と
デ
ザ
イ
ン

初
め
て
の
人
で
も
会
話
に
参
加
で
き
る

フ
ラ
ッ
と
入
れ
る

地
元
の
物
を
売
り
た
い

ご
当
地
カ
ッ
プ
酒
の
自
販
機
（
夜
）

コ
ー
ヒ
ー
豆
、
コ
ー
ヒ
ー
の
自
販
機
（
昼
）

地
球
に
優
し
い
物
し
か
お
い
て
い
な
い
お
店

個
人
的
に
は
体
験
系
サ
ロ
ン
も
2階
な
ど
で
行

い
た
い
。

【
レ
ト
ロ
ロ
マ
ン
・
大
正
ロ
マ
ン
な
店
内
イ
ン

テ
リ
ア
】

海
外
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
で
、
中
心
に
あ
っ
た
商
品
棚
に
メ

イ
ン
商
品
を
陳
列
。

棚
に
置
く
商
品
は
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
ク
リ

エ
イ
タ
ー
や
作
品
な
ど
。※
マ
ル
シ
ェ
等
が
コ

ロ
ナ
の
影
響
て
中
止
に
な
っ
て
い
る
の
で
。

農
産
物
直
売

地
元
の
飲
料
系
（
ア
ル
コ
ー
ル
、ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
）
を
商
品
と
し
て
太
原
堂
で
販
売
。
シ
ェ
ア

カ
フ
ェ
で
購
入
し
た
ド
リ
ン
ク
に
あ
っ
た
フ
ー

ド
を
提
供
。

家
と
街
　
街
と
家
　
の
間
に
あ
る
場
所

月
額
料
金
で
会
員
に
な
る

拠
点
を
作
っ
て
そ
の
場
所
に
常
に
人
が
い
る
状

態
が
良
い
。

【
井
戸
端
○
○
】

サ
ロ
ン
・
・
・
マ
マ
で
も

ど
ん
な
年
齢
の
人
で
も

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
共
有
ラ
ウ
ン
ジ
み
た
い
な

学
生
や
若
い
人
た
ち
の
交
流
の
創
出
拠
点
。

第
二
の
住
居
。

集
合
拠
点

太
原
堂
さ
ん
の
1階
の
棚
が
何
か
に
活
か
せ
そ

う
　
Bo
ok

毛
糸
を
壁
に
敷
き
詰
め
た
い
。

カ
ラ
フ
ル
×
レ
ト
ロ

写
真
映
え
。

フ
ォ
ト
ス
ス
ペ
ー
ス
　
2階

コ
ス
プ
レ
写
真
な
ど

太
原
堂
さ
ん
の
建
物
を
生
か
し
た
い

無
所
属

屋
上
で
映
画
を
み
た
い

休
憩
ス
ペ
ー
ス

空
き
家
再
生
マ
ッ
プ

街
に
出
る
前
に
街
の
様
子
を
ビ
ラ
で
見
ら
れ
る

掲
示
板

物
々
交
換
所
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第
2回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
結
果
　
水
路
チ
ー
ム

  

付
箋
の
色

ピ
ン
ク
：
良
い
と
こ
ろ

黄
色
： 
妄
想
ア
イ
デ
ィ
ア

設
備

熊
谷
は
歴
史
の

あ
る
街
だ
と
思
う

直
実
・
聖
天
さ
ま

水
辺
に
ベ
ン
チ
を

歴
史
を
学
べ
る

場
所

音
楽
流
れ
て
た
ら

い
い
か
も

柳
が
か
っ
こ
い
い

詩
や
俳
句
の
元
に

な
り
そ
う

テ
ラ
ス
席
や

ベ
ン
チ
で
お
茶

で
き
る

石
畳
で
綺
麗

川
沿
い
の
空
き

店
舗
を
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
に

 
道
そ
の
も
の
は

綺
麗
で
歩
き
や
す
い

展
示
し
た
り
使
え
そ
う

な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

屋
根
や
ベ
ン
チ
を

も
っ
と
整
備
し
て

人
が
集
ま
れ
る
場
所

を
た
く
さ
ん
作
る

 
川
の
側
面
の
凹
凸
が

綺
麗

と
に
か
く
水
辺
が

も
っ
た
い
な
い

ベ
ン
チ
の
増
設
や
管
理

が
必
要

 
休
憩
所
に
日
除
け
に

な
る
藤
棚
が
あ
る

暑
い
夏
の
対
策
に
良
い

も
っ
と
東
屋
が
必
要

天
気
の
良
い
に
テ
ラ
ス

席
と
し
て
使
い
た
い

 
駅
か
ら
の
立
地

そ
の
ま
ま
星
渓
園
の
方

ま
で
行
け
る

熊
谷
の
こ
と
を
知
る

事
が
で
き
る
情
報
展
示

壁
面
を
使
う
。

国
宝
の
聖
天
地
へ
。

 
所
々
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

に
な
り
そ
う
な
場
所

が
点
在
し
て
い
る

星
川
を
有
効
活
用

す
べ
き
。

（
自
由
に
入
れ
る
？
）

 
銅
像
に
説
明
が
あ
る

長
崎
平
和
記
念
公
園
の

銅
像
を
作
っ
た
方
の

作
品
が
あ
る

星
川
の
近
く
に

明
か
り
が
ほ
し
い

 
足
元
に
「
ダ
ル
マ
」
や

「
う
ち
わ
」
の
タ
イ
ル

が
あ
る
。
さ
り
げ
な
く

熊
谷
の
PR
し
て
い
て

go
od

親
し
み
や
す
い
場
所
に

す
る
た
め
に
、
野
菜
畑

や
子
ど
も
た
ち
の
為
に

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
。

星
川
と
星
渓
園
の

繋
が
り
が
あ
っ
た
ら

良
い

イ
ベ
ン
ト

ア
ー
ト
展
示

ス
ペ
ー
ス
で
発
表
会

や
展
示

川
に
流
灯
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

川
沿
い
の
空
き

店
舗
を
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
に

川
の
中
で
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
（
観
客
が

上
か
ら
観
覧
）

『
リ
ア
ル
金
魚
す
く
い
』

川
を
綺
麗
に
し
て
金
魚

を
育
て
、
道
具
を
設
置

し
て
誰
で
も
遊
べ
る

夏
季
限
定

星
川
に
川
床
を
作
っ
て
、

涼
を
楽
し
む

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

川
に
キ
ャ
ン
ド
ル

→
水
辺
で
ラ
ン
チ
 

川
の
ゴ
ミ
拾
い
大
会

水
辺
で
お
茶
会

川
で
野
菜
の
水
耕
栽
培

川
や
星
川
を
愛
で
る

イ
ベ
ン
ト

星
空
ワ
イ
ン
会
な
ど

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

イ
ベ
ン
ト

水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

『
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
』

世
界
一
長
い
う
ど
ん
を
作
る

熊
谷
小
麦
を
使
っ
て
星
川
を

グ
ル
グ
ル
と
。

『
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
』

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
何
回
パ
ス

で
き
る
か
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

ラ
グ
ビ
ー
選
手
も
参
加
し
て

話
題
作
り

星
川
に
桜
を
植
樹
し
て

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に

星
川
を
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ

の
名
所
に

星
川
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ

川
で
ス
イ
カ
や

き
ゅ
う
り
を
冷
や
し
て

食
べ
た
い

川
の
中
で
ラ
グ
ビ
ー

大
会

景
観
 

晴
れ
た
日
の
星
川
の

水
面
か
ら
の
景
色
が

良
い
（
昼
も
夜
も
）

道
路
の
真
ん
中
に

川
が
流
れ
て
い
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

良
い

川
に
す
ぐ
降
り
て

せ
せ
ら
ぎ
を
感
じ

ら
れ
る
気
持
ち
よ
さ

柳
と
川
が
近
く
て

良
い
。
駐
車
場
が
近
く

に
あ
る
の
も
う
ま
く

使
え
そ
う

鯉
の
エ
サ
売
店
が

良
い
。

川
幅
が
あ
る
程
度

あ
っ
て
良
い
。

夜
も
程
よ
く

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
と
良
い

ス
ポ
ッ
ト

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て

飲
食
を
楽
し
め
る

ベ
ン
チ
が
必
要

水
辺
で
使
え
る

テ
ー
ブ
ル
の
貸
し
出
し

川
沿
い
の
駐
車
場
を

芝
生
の
公
園
に
。

ラ
ン
チ
や
ヨ
ガ
を

楽
し
め
る
よ
う
な
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

居
心
地
よ
く
し
て

子
供
も
楽
し
め
る
場
所

子
ど
も
の
た
ま
り
場

マ
マ
た
ち
の
た
ま
り
場

手
ぶ
ら
で
BB
Q

手
ぶ
ら
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

プ
チ
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

を
水
辺
で

子
ど
も
が
水
鉄
砲
で

遊
べ
る
場
所

子
ど
も
が
遊
べ
る
川

星
川
の
周
り
を
も
う

少
し
綺
麗
に



第3回実施項目 

懇親会 

　ワークショップで利用した熊谷市営本町駐車場屋上で実施。身近にある空間を利用し、
他チーム間の交流・情報共有が行われた。 

 

カテゴリー 内容

ストリート
第2回でカテゴリー分類したアイディアをもとに、まずは一度実現することを目
標に実現可能なアイディアをより具体性を持って議論する。

空き家
第2回でカテゴリー分類したアイディアを、運営者、ターゲット、実施した際に
予想できる結果という3つの視点からさらに細分化、実現可能なアイディアを探
る。

水路
第2回でカテゴリー分類したアイディアの中から、「自分が本当に実践してみた
いこと」「なぜそれをやってみたいのか」「それをやると何が変わるのか」の視
点で議論し、チーム間で”思い描く星川”を可視化する作業を行う。

32



5. 第2.5回 ミーティング 

各チーム今までに出してきたアイディアよりも実現に向けて、誰が運営するの、誰に向けて実施す
るのか、そして熊谷の街にどのような影響を与えるのか等、具体性を持ってアイディア出し、議論
を行い、第3回の準備を行った。 

ストリートチーム 

実施日 : 令和2年11月9日(月)/13日(金) 
場所：シェアカフェエイエイオー  
実施内容：課題考察・発表 

①自分のやりたいテーマ 
②具体的な案 
③そうなると熊谷はどうなるのか 

空き家チーム 

実施日 : 令和2年11月9日(月)/14日(土) 
場所：シェアカフェエイエイオー  
実施内容：より具体性を持ったアイディア出し・分類 
第2回までに出てきたアイディアを下記項目に当てはめ具体的に考察。分類した。 

①自分のやりたいテーマ 
②誰が 
③誰に 
④どうなる 

◎2.5回ミーティングで出た課題に対する主な意見 

①自分のやりたいテーマ 

　名産DIYストリート 

②具体的な案 

　熊谷名産と言うけれど、ピンときていない。みんなで作るMade In KumagayaをDIYしたい 

　熊谷小麦を使った風味豊かなヴァイツェンビールを作る。 

　スパイスを育ててクラフトコーラを作ったり、フルーツのシロップを作成し、ストリート 

　で乾杯できるようにする。 

③そうなると熊谷はどうなるのか 

　乾杯でつなぐ。 

　消費から生産の熊谷へ。 

　みんなのやりたいをみんなで応援するスタートダッシュストリートへ
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ワークショップ実施報告 第2.5回
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A
B

C
D

E
F

G
H

I

１
．
や
り
た
い
こ
と
絵
本
、
歴
史
書
の
あ
る
棚

い
つ
で
も
気
軽
に
お
休
み
ス
ポ
ッ
ト

も
う
一
つ
の
家
計
画

無
駄
を
出
さ
な
い
お
店

学
生
の
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ル
フ
コ
ー
ヒ
ー

短
編
の
本
が
あ
る
店

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

住
み
よ
い
ま
ち
縁
結
び
の
神
様

・
本
の
シ
ェ
ア
、
物
々
交
換

・
本
棚
の
前
で
写
真

・
ど
ん
な
人
に
読
ん
で
ほ
し

い
か
ポ
ッ
プ

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
帯

・
本
は
無
料

・
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

・
好
き
な
タ
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グ
で
家
の

み
た
い
な
リ
ビ
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グ

・
共
有
ラ
ウ
ン
ジ
、
徹
夜
可

・
自
分
の
本
を
売
る

・
環
境
や
健
康
に
よ

い
お
店
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入
れ
物
持
ち
込
み

の
測
り
売
り

・
入
れ
物
あ
れ
ば
お

弁
当
が
完
成

・
オ
ン
ラ
イ
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で
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な
く
・
学
生
に
意
見
を
出

し
て
も
ら
う
、
定
例

・
缶
コ
ー
ヒ
ー
よ
り

お
い
し
い
も
の

・
豆
を
自
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で
選
ぶ

・
1
5
分
程
度
で
読
め

る
本
に
し
ぼ
る

・
図
書
館
で
借
り
て

揃
え
た
り

・
作
っ
て
い
る
の
を
見

る
、
コ
ラ
ボ
。

・
一
人
で
家
で
や
る
の

よ
り
よ
い

・
散
歩
モ
デ
ル
コ
ー
ス

・
地
元
と
お
客
さ
ん
を
結
ぶ

・
シ
ン
ボ
ル
ハ
ウ
ス
、
休
憩
、

フ
ォ
ト

２
．
誰
が

み
ん
な
で
シ
フ
ト

・
W
S
メ
ン
バ
ー
で
日
替
わ
り
週
替

わ
り
・
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
人

学
生
中
心
、
ハ
ウ
ス
リ
ー
ダ
ー
お
店
の
人
の
協
力

学
生

も
の
づ
く
り
が
好
き
な
人
W
S
メ
ン
バ
ー

３
．
誰
に

・
１
F
は
子
供

・
２
F
は
普
段
立
ち
止
ま
ら

な
い
人

・
や
る
側
の
負
担
も
あ
る
の
で
土

日 ・
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ル
で
や
ら
な
い
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学
生
の
息
抜
き
、
平
日
の

学
生

・
若
い
人
は
環
境
意

識
高
い

・
子
育
て
世
代
は
家

事
負
担
減
る

・
高
齢
者
は
自
分
の

健
康

立
正
大
学
生
と
か

男
性
向
け

本
を
買
わ
な
い
人

・
工
学
関
係
者

・
学
生

・
子
供

・
近
く
の
若
い
女
子

→
フ
ァ
ミ
リ
ー
→
外
向
け

４
．
ど
う
な
る

・
通
る
→
立
ち
止
ま
る
→
足

を
運
ぶ

・
水
路
で
本

・
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
で
利

益

・
空
き
家
が
人
が
通
る
場
所
に
な

る ・
や
っ
て
い
る
人
が
楽
し
い
雰
囲

気

・
夜
電
気
が
つ
い
て
い
る
だ

け
で
も
違
う

・
リ
ビ
ン
グ
の
サ
ブ
ス
ク

・
家
で
一
人
で
い
な
い
よ
う

に ・
マ
ッ
ク
が
2
4
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間
で
な
く

な
っ
た

・
星
川
で
ピ
ク
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・
熊
谷
と
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え
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環

境
、
健
康
に
し
た
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（
下
北
の
古
着
と
か
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活
気

何
か
と
セ
ッ
ト
で
行
う

・
本
が
高
く
て
買
え

な
い
・
本
が
好
き
な
人
の

集
ま
り

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
子

供
論
理
的

・
マ
マ
が
教
え
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れ
な

い
分
野
の
集
ま
り

・
熊
谷
へ
愛
着
、
ら
し
さ

・
歩
い
て
楽
し
め
る
ま
ち



水路チーム 

実施日 : 令和2年11月12日(木) 
場所：シェアカフェエイエイオー  
実施内容：課題発表・アイディアを可視化 
①景観・スポット・イベント・設備・水質など様々なアイディアの中で本当に実施してみたいこと
②なぜそれをやってみたいのか
③それをやると何が変わるのか 

◎出てきたアイディアを可視化する作業をスタート 

　 
　様々なアイディアが出た中で、これらを見えるようにしたらわかりやすいのではと言う意見か 

　ら、模造紙に記していく作業をスタートした。 

◎出された主な意見 

①自分が本当に実施してみたいこと
・川床のようなにテーブルを設置して川に足を着けながら飲食できる場所　
②なぜそれをやってみたいのか
・かつての星川のように日常に星川を感じてもらいたい
③それをやると何が変わるのかやってみたいのか
・近隣の飲食店や商店街・住人を巻き込むことができるのでは
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6. 第3回ワークショップ 

　　　日時：令和2年11月28日（土）　
　　　場所：シェアカフェ エイエイオー /熊谷市営本町駐車場会議室　
　　　参加者：16名　
　　　テーマ：妄想を形にしてみよう 

　　　当日の流れ
1. ゲストアドバイザースライドレクチャー：濱西邦和・寺井元一 

2. 会議を中心とした各チームによるグループワーク 

3. 各チーム発表　 

ゲストアドバイザー スライドレクチャー　 

横浜でデザイン事務所を営む濱西氏「発想のヒント」をテーマに過去の成功者の事例からアイデ
アの生み方をレクチャーを行った。 また、第3回はゲストアドバイザー原大介氏が不参加の為、臨
時で寺井元一氏が参加。ストリートチームのアドバイザーを務め、レクチャーも行っていただい
た。 

寺井元一 

株式会社まちづクリエイティブ代表取締役、アソシエーションデザインディレクター。早稲田大学
卒。NPO法人KOMPOSITIONを起業し、アートやスポーツの支援事業を公共空間で実現。まちづ
クリエイティブ起業後はMAD Cityを立ち上げ、地方での魅力あるエリアの創出に挑んでいる。 

濱西邦和　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺井元一 

第３回 全体概要 

　2.5回に挙がった案や意見をブラッシュアップし、各チームのコーディーネーターがそれをまと
め、3回目では実際に何をするのかを検討した。冒頭ではゲストアドバイザーのレクチャーを受
け、成功事例を含めたレクチャー内容と照らし合わせることで、自分たちのアイディアをより具体 
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的に考えていくきっかけになった様子が見受けられた。各チーム回を追うに従って、最初に出した
理想のアイディアよりも、実現可能なアイディアへと移行していく様子が伺えた。

ストリートチーム　結果概要

　第2.5回までは「自分たちがやりたいこと」を中心に議論を展開したきたが、まち歩きをした際
にストリートにあるベンチの汚れや街のゴミを目にしたこと、熊谷の多様な文化活動に入り込み
づらさを感じたことがきっかけで、星川で何かをやりたいというよりも、もう少し広い意味で
「星川通りが魅力的な場所であること」が必要であるという結論に至り、同じように地域への関
わり方がわからない人を巻き込める企画を実行していくことに決定した。ワークショップから生
まれたこの活動が地域の人々を繋ぐ役割を目指していく。

　◎目指すべき星川通り
　議論を重ねる中で「自分たちがやりたいことをできる」よりも、「星川通りはいつも何かやっ
ていて楽しい」「星川通りに行くといつも誰かと会える」「星川通りはゆったりと時を過ごせる」
「星川通りにまた来たくなる」という場になることを望んでおり、その為には何をすべきかを考え
る方向に変化していった。今までは街は行政が整備するという固定概念に縛られていて、自分た
ちでは何ができるか想像できなかったり、お祭りや地場産業など熊谷の多様な文化活動に知らな
いと入りづらい雰囲気を感じていたという意見も多数上がっていた。ワークショップを通して、
街のことを考える仲間づくりができたことも一因として、自分たちからアクションを起こして、街
の人たちを巻き込んでいくことを目指すこととなった。

◎「積極的にまちを面白がる部活動」
地域に対して関わっていきたいけど方法がわからない方を巻き込んで、地域への関わりしろを作る
アクションを起こしていく。街の人の願いを集めて、選択・精査・準備をし、実際に行動に移して
いく部活動として継続した活動を目指す。

【方法】
 ①星川夜市に掲示板を設置。来場者に星川でやっ
てみたいことを記入してもらう。
 ②部員にて選択・精査・準備を行う。
 ③実行する。　→　12/19(土)実施　第1回部活動
「星川クリーンナップ部」
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空き家チーム　結果概要
　空き家を有効利用するたくさんのアイデアを集結させ、実現生から目的を判断してきた。実際
に空き家を利用する企画でも、実際に運営することを考えた時に、誰がどこまで携われるかに焦
点を当た結果、毎日でも関わる事が可能な学生がいたことから、学生を中心に運営していくこと
を方向性として決定した。

◎太原堂は街のリビング「book apartment」へ
　かつて毛糸屋だった「太原堂」は通りすがりの人が気軽に立ち寄ることができる井戸端的場所
だったことから、今の星川にもこのような場所が必要だと結論に至った。そこで棚が現在も綺麗
に残っていることから、この棚を上手く活用し、様々なカテゴリーの本を配置。向かいにある
シェアカフェとも連携し、そこで購入した物を持ち込むこともでき、図書館や本屋さんではでき
ない作業もできるような空間とし、緩く繋がるコミュニティ創造を目指す。
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水路チーム　結果概要 
　水路チームは議論を重ねた結果、星川や星川周辺を利用した多種多様なアイディアが集まった
が、その中でまずは自分たちが考える「思い描く星川」とは何かをを考え、2.5回に引き続きそれ
を可視化する作業を行い、最終テーマを決定した。 

◎「思い描く星川」とは
　2.5回で下記３つの項目からアイディアを全体で共有 

①景観・スポット・イベント・設備・水質など様々なアイディアの中で本当に実施してみたいこと
②なぜそれをやってみたいのか
③それをやると何が変わるのか 

◎2.5回のマップに絵を書き足し「思い描く星川」をマップで可視化 

◎「星に願いを」
　最終的には子供が川に入って遊べる環境作りから始めることが必要と考えた。街の人に川の現
状や魅力を再認識してもらうため、人が川にくる仕掛けを作る。方法としては、星川夜市にて、「星
に願いを」というタイトルの元、街の人に星形の紙にそれぞれの「想い」を書いてもらい、川に
展示する。展示を見に川に足を運んでもらい、星川の状態の改善意識を高める。また、星川のポ
テンシャルを改めて感じてもらう事も目的とする。 
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7. 第3.5回 ミーティング・実践発表準備 
  
ストリートチーム 
◎ミーティング 

実施日: 令和2年12月9日(水) 
場所：シェアカフェエイエイオー  
内容：部活動今後の活動内容について・星川クリーンナップ部の当日スケジュールについて 

空き家チーム 
◎ミーティング 
実施日 : 令和2年12月4日(金) 
場所：太原堂 
内容：book apartment当日の詳細を確認、今後についても1.【本】2.【第二の】3.【毛糸】を軸
として、それぞれの取り扱い方、捉え方を議論。 

各チーム　発表準備 

カテゴリー 実施日 テーマ 内容

ストリート
令和2年12月12日(土) 

～ 
令和2年12月19日(土)

まちを面白がる部活動

星川クリーンナップ部

・トングの発注

・ゴミを集めるとモンスターになるデザインゴミ袋の購入

・星川クリーンナップ部オリジナルロゴを制作

・ロゴの入ったビブスを発注(清掃時着用)

・ベンチの塗装に使用する塗料を購入 

・星川夜市(12/12実施)にて星川でしたいことを記入しても

らう。

空き家 令和2年12月10日(木)
街のリビング  

“book apartment”

・棚に陳列する本を収集

・事前に棚に本をレイアウト

水路
令和2年12月12日(土) 

～ 
令和2年12月19日(土)

星に願いを

・星川夜市(12/12実施)にて星型の用紙に願い事を記入して

もらう。

・近くの商店より置き傘を回収

・傘に取り付ける星型の用紙を作成
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8. 第4回ワークショップ 
　　　日時：令和2年12月19日（土）　
　　　場所：シェアカフェ エイエイオー
　　　参加者：15名　
　　　テーマ：妄想を形にしてみよう（実践）

　　　当日の流れ
1. 各チーム　実践 

2. 各チーム　最終発表・講評 

3. ゲストアドバイザースライドレクチャー：永田賢一郎 

第4回実践テーマ

 

カテゴリー テーマ 内容

ストリート まちを面白がる部活動

地域への関わり方がわからない方を巻き込んで、地域
への関わりしろを作るアクションを起こしていく。第
一回は『星川クリーンナップ部』とし、星川周辺の清
掃活動、ベンチの塗装を実施する。

空き家 街のリビング “book apartment”

学生が中心になり、太原堂を通りすがりの人がふら
っと立ち寄れる井戸端的場所を目指す。建物に残って
いる棚を再区画し、月貸し。自分だけの本棚でおす
すめの本や自作本を販売できるようにする。

水路 星に願いを

星川に足を運んでもらうきっかけとして、願いごとを
書いてもらった星型を傘に貼り、川に展示。実際に
星川沿いを歩いてもらい、川や周辺の魅力を感じて
もらいたい。
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ストリートチーム　実践の様子　
◎第1回部活動「星川クリーンナップ部」
　ゴミ袋を集めると絵柄が現れるデザインゴミ袋や、部活動として一体感が高まる専用のビブス
を用意するなど事前準備を行い、実際に街の清掃を行った。関心が集まるような工夫をし、継続
した活動を目指す。また、廃れてしまっていた星川通りのベンチを綺麗に塗装する作業も行われ
た。
◎実際の様子 

　街を面白がる部活動の取り組みとして、星川夜市で実際に掲示板を設置。「星川でこんなこと
できたらいいな」を募集し、星川夜市に参加した子どもたちを中心に多くの意見をいただいた。
(12/12実施)　 

◎今後の取り組み 

実際に集まった願い事の一例
・商店街活性化 ・コーヒーで100万人笑顔にする
・みんなでご飯を楽しく ・ジュース飲みたい ・友達と一緒に遊びたい

まちを面白がる部活動
●夜市掲示板で願い事募集掲示板と実行の繰り返し
　⇨次回は夜市にテーブルを設置
●構想から打ち上げまでの部活的コミュニティの醸成
●おもしろがるというおもしろクリエイティブの訓練

クリーンナップ
●月一に活動
●シャッター、壁画アート受け入れてくれる方の募集
●スポンサーの募集
●グッズの販売
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